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利用される方に合わせて、各種ペー
ジをピックアップしていきます。

利用が多いコンテンツへのショー
トカットを配置しています。

1

利用される方が「知りたいこと」
を内容から探す入口です。

支払基金

支払基金ホームページをご活用ください

「お知らせ」と「プレスリリース」を切
り替えて表示させることができます。

審査事務担当者と照会連絡先を
検索いただけます。
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JR予讃線・下灘駅（愛媛県）

下灘駅は、瀬戸内海に面した小さ
な無人駅。日本でも有数の「海に
近い駅」として知られ、短いホー
ムに降り立てば、日中は眼前に広
がる海と空の青さに、夕刻は穏や
かな波が茜色に染まる光景に心を
動かされます。ローカル線のため
なかなか列車は来ませんが、青い
ベンチに腰掛けて、海を眺めなが
らのんびりと次の列車を待つのも
楽しい駅です。

月刊基金
Monthly KIKIN 第64巻 第8号

CONTENTS

社会保険診療報酬支払基金

基本理念
私たちの使命

私たちは、国民の皆様に信頼
される専門機関として、
診療報酬の「適正な審査」と
「迅速な支払」を通じ、
国民の皆様にとって大切な医
療保険制度を支えます。

今月の表紙

月刊基金
Monthly KIKIN 第64巻　第8号

社会保険診療報酬支払基金
https://www.ssk.or.jp/

支払基金の事業継続計画（ＢＣＰ）
審査事務集約を挟んで 審査実績が格段に向上
～令和４事業年度における事業の状況～

特　集

トピックス１

令和４年度診療報酬等確定状況
（令和４年４月～令和５年３月診療分）

トピックス２

審査委員長に伺いました。

レセプトから医師や患者の想いを汲み取る
千葉県社会保険診療報酬請求書審査委員会 審査委員長　伊達 裕昭

2

14

インフォメーション
支払基金の人事異動

25

特定健診等の実績報告の
オンライン提出に関するご案内

24

22

特集

支払基金の事業継続計画（ＢＣＰ）

保険者からの再審査請求において
「原審どおり」となる事例の解説

理事就任のごあいさつ8

トピックス１

審査事務集約を挟んで 審査実績が格段に向上
～令和４事業年度における事業の状況～

9

トピックス２

令和４年度診療報酬等確定状況
（令和４年４月～令和５年３月診療分）

16



　

事
業
継
続
計
画
（
B
C
P
）
の
全
体

像
は
、「
初
動
対
応
」、「
業
務
処
理
（
重

要
業
務
）」、「
業
務
処
理
（
狭
義
）」、

「
訓
練
」
の
４
項
目
の
構
成
と
し
て
お

り
、
こ
の
細
分
化
に
よ
り
、
災
害
発
生

の
状
況
下
に
お
い
て
も
実
効
性
の
あ
る

効
率
的
な
構
成
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

今
般
、
ま
ず
は
、「
初
動
対
応
」
及
び

「
業
務
処
理
（
重
要
業
務
）」
に
つ
い
て

策
定
し
、
残
り
の
「
業
務
処
理
（
狭

義
）」
と
「
訓
練
」
に
つ
い
て
は
、
本

年
11
月
を
目
途
に
策
定
す
る
こ
と
と
し

て
い
ま
す
。（
図
表
１
）

事
業
継
続
計
画
（
Ｂ
Ｃ
Ｐ
）
の
構
成

支
払
基
金
の

事
業
継
続
計
画（
Ｂ
Ｃ
Ｐ
）

　
支
払
基
金
で
は
、
首
都
直
下
地
震
や
南
海
ト
ラ
フ
地
震
を
は
じ
め
と
し
た
大
規
模
地
震
等
が
発
生
し
た
場
合
に
お
い
て
も
、
我
が
国
に
お
け
る

大
切
な
医
療
保
険
制
度
を
支
え
る
と
い
う
使
命
を
果
た
す
べ
く
、
国
民
へ
の
医
療
提
供
を
行
う
保
険
医
療
機
関
等
の
運
営
に
支
障
が
生
じ
な
い
よ

う
、
診
療
報
酬
等
の
支
払
継
続
を
「
最
優
先
す
べ
き
重
要
業
務
」
と
位
置
付
け
、
事
業
を
継
続
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
昨
今
の
災
害
時
等
の
状
況
を
踏
ま
え
、
支
払
基
金
の
事
業
継
続
計
画
（
B
C
P
）
を
策
定
し
ま
し
た
の
で
、
そ
の
ポ
イ
ン
ト
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

図表１●事業継続計画（BCP）全体像

特集

●業務処理（狭義）
支払基金本部で重要業務に
対応するための業務処理手
順　

●訓練
安否確認訓練及び初動対応
訓練を実施

●初動対応
災害発生時の職員等の初動
対応及び災害対策本部を設
置

●業務処理（重要業務）
災害発生時に最優先とする
医療機関等への支払、広域
連合等への交付継続

事業継続計画
（ＢＣＰ）

初動対応

訓練 業務処理
（重要業務）

業務処理
（狭義）
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事
業
継
続
計
画
（
初
動
対
応
）
は
、

職
員
等
の
安
全
確
保
の
た
め
の
初
動
対

応
に
お
け
る
基
本
方
針
及
び
災
害
対
策

本
部
の
設
置
等
に
つ
い
て
定
め
て
い
ま
す
。

初
動
対
応
（
基
本
方
針
）

　

事
業
継
続
計
画
に
お
け
る
初
動
対
応

に
お
い
て
、
災
害
発
生
時
は
、
非
常
災

害
に
お
け
る
人
的
、
物
的
な
被
害
を
最

小
限
に
と
ど
め
る
こ
と
を
目
的
に
、
職

員
や
そ
の
家
族
の
安
全
確
保
を
第
一
義

と
し
た
基
本
方
針
を
定
め
た
上
で
、

　

①
初
期
消
火

　

②
避
難

　

③
救
護

　

④
職
員
等
の
安
否
確
認

　

⑤
安
全
確
保
の
た
め
の
待
機
指
示

　

⑥
帰
宅
指
示

に
つ
い
て
、
具
体
的
行
動
事
項
を
定
め

て
い
ま
す
。

災
害
対
策
本
部
の
設
置

　

事
業
継
続
の
た
め
の
対
策
を
検
討
し

指
示
す
る
た
め
、
支
払
基
金
本
部
及
び

地
方
組
織
の
所
在
地
で
震
度
５
強
以
上

の
地
震
又
は
地
震
以
外
の
非
常
災
害
が

発
生
し
、
理
事
長
が
必
要
と
判
断
し
た

場
合
に
は
、
災
害
発
生
か
ら
60
分
以
内

（
勤
務
時
間
外
の
場
合
は
お
お
む
ね
６

時
間
以
内
）
に
支
払
基
金
本
部
の
理
事

長
室
に
災
害
対
策
本
部
を
設
置
し
ま
す
。

（
図
表
２
）

代
替
セ
ン
タ
ー
・
分
室
及
び

代
替
事
務
局
の
設
置

　

災
害
が
発
生
し
た
地
方
組
織
に
お
い

て
、
業
務
を
遂
行
す
る
こ
と
が
困
難
と

な
っ
た
場
合
は
、
被
災
地
方
組
織
の
業

務
処
理
を
行
う
代
替
セ
ン
タ
ー
・
分
室

及
び
代
替
事
務
局
を
、
原
則
、
同
一
ブ

ロ
ッ
ク
内
に
設
置
し
、
被
災
し
た
セ
ン

タ
ー
及
び
分
室
に
代
わ
り
電
子
レ
セ
プ

ト
の
審
査
事
務
等
に
係
る
業
務
処
理
を

実
施
し
ま
す
。（
図
表
３
）

事
業
継
続
計
画
（
初
動
対
応
）

図表２●災害対策本部設置基準及び構成員

設置基準

支払基金本部及び地方組織の所在地で震度５強以上の地震又は地震以外の非常災害
が発生し、理事長が必要と判断した場合

災害発生から60分以内（勤務時間外の場合はおおむね６時間以内）に設置

構成員

本部長 理事長

副本部長 専務理事

本部員

理事長が指名する常勤理事、理事長特任補佐（経営企画部
担当）、リスク管理役、執行役、経営企画部長、財政部長、
人事部長、事業統括部長、審査運営部長、審査統括部長、
システム部長、財政調整事業部長及び事業資金管理部長

事務局 リスク管理課及び経営企画部職員
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事
業
継
続
計
画
（
重
要
業
務
）
で
は
、

災
害
発
生
時
に
お
い
て
も
継
続
す
べ
き

優
先
度
の
高
い
業
務
を
重
要
業
務
と
定

め
、
事
業
継
続
の
基
本
的
な
考
え
方
を

示
し
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
本
計
画
は
、
被
災
地
域
の
ラ

イ
フ
ラ
イ
ン
が
１
か
月
程
度
、
情
報
通

信
が
２
週
間
程
度
で
順
次
復
旧
す
る
こ

と
を
前
提
と
し
、
策
定
し
て
い
ま
す
。

最
優
先
す
べ
き
重
要
業
務

　

首
都
直
下
地
震
又
は
南
海
ト
ラ
フ
地

震
を
は
じ
め
大
規
模
災
害
が
発
生
し
た

場
合
、
支
払
基
金
本
部
及
び
地
方
組
織

の
事
務
所
・
職
員
等
が
自
ら
も
被
災
し
、

人
員
、
施
設
、
資
機
材
、
情
報
等
利
用

で
き
る
資
源
に
制
約
が
あ
る
状
況
下
に

お
い
て
も
、
支
払
基
金
に
求
め
ら
れ
る

社
会
的
使
命
を
果
た
す
た
め
、
限
ら
れ

た
資
源
を
効
果
的
に
投
入
し
優
先
度
の

高
い
業
務
を
継
続
す
る
必
要
が
あ
り
ま

す
。

　

支
払
基
金
に
お
け
る
事
業
継
続
計
画

か
月
の
支
払
実
績
に
基
づ
き
概
算
額
を

支
払
い
ま
す
。（
精
算
な
し
）

　

さ
ら
に
、
災
害
救
助
法
の
指
定
地
域

の
保
険
医
療
機
関
等
に
お
い
て
、
診
療

録
や
レ
セ
コ
ン
は
滅
失
し
て
い
な
い
が
、

事
務
職
員
等
が
被
災
に
よ
り
出
勤
で
き

な
い
な
ど
、
や
む
を
得
な
い
理
由
に
よ

り
受
付
期
間
を
延
長
し
て
も
レ
セ
プ
ト

請
求
が
で
き
な
い
場
合
は
、
厚
生
労
働

省
の
了
解
の
下
で
支
払
基
金
独
自
の
対

応
と
し
て
、
直
近
３
か
月
の
支
払
実
績

に
基
づ
き
、
災
害
が
発
生
し
た
月
１
か

月
分
を
概
算
額
で
支
払
い
ま
す
。（
翌

月
請
求
の
診
療
報
酬
等
に
お
い
て
精
算

処
理
を
実
施
）

支
払
基
金
独
自
の
対
応

―
―
保
険
医
療
機
関
、
保
険
薬
局
及
び

訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
に
対
す
る
診

療
報
酬
等
の
支
払
継
続
―
―　

　

通
信
障
害
等
に
よ
り
電
子
レ
セ
プ
ト

の
請
求
が
10
日
ま
で
に
請
求
困
難
と
な

る
電
子
レ
セ
プ
ト
請
求
医
療
機
関
等
に

つ
い
て
は
、
原
則
20
日
ま
で
受
付
期
間

を
延
長
し
、
可
能
な
限
り
確
定
額
に
て

診
療
報
酬
等
を
支
払
い
ま
す
。

　

ま
た
、
災
害
救
助
法
に
基
づ
く
厚
生

労
働
省
通
知
を
超
え
た
対
応
と
し
て
、

次
の
保
険
医
療
機
関
等
に
つ
い
て
、
支

で
は
、
大
規
模
災
害
が
発
生
し
た
際
に
、

国
民
に
対
す
る
医
療
提
供
を
継
続
す
る

た
め
、
保
険
医
療
機
関
等
の
運
営
に
支

障
が
生
じ
る
こ
と
が
な
い
よ
う
、
最
優

先
す
べ
き
重
要
業
務
を
次
の
と
お
り
定

め
、
事
業
を
継
続
し
ま
す
。

⑴　

保
険
医
療
機
関
、
保
険
薬
局
及

び
訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
並
び

に
分
娩
機
関
へ
の
診
療
報
酬
等
の

支
払
継
続

⑵　

後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
、

都
道
府
県
等
及
び
市
町
村
へ
の
交

付
金
の
交
付
継
続

保
険
医
療
機
関
等
へ
の

支
払
継
続
に
係
る

基
本
的
な
考
え
方

　

事
業
継
続
計
画
に
つ
い
て
は
、
第
一

に
厚
生
労
働
省
通
知
に
よ
り
、
災
害
救

助
法
の
指
定
地
域
に
所
在
す
る
保
険
医

療
機
関
等
が
、
診
療
録
や
レ
セ
コ
ン
の

滅
失
等
で
レ
セ
プ
ト
請
求
が
で
き
な
い

場
合
は
、
こ
れ
ま
で
と
同
様
、
直
近
３

図表３●代替センター・分室及び代替事務局

被災地方組織 代替センター等 備考

センター・分室
原則、同一ブロック内のセンター又は分室に設置

（例）東京センターが被災した場合、埼玉センター
―

事務局
原則、同一ブロック内のセンター又は分室に設置

（例）神奈川事務局が被災した場合、東京センター
石川・香川センターを除く

事
業
継
続
計
画
（
重
要
業
務
）
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払
基
金
独
自
の
概
算
額
で
支
払
い
ま
す
。

（
図
表
４
）

①　

診
療
録
や
レ
セ
コ
ン
は
滅
失
し

て
い
な
い
が
、
原
則
20
日
ま
で
受

付
期
間
を
延
長
し
て
も
、
や
む
を

得
な
い
理
由
に
よ
り
、
電
子
レ
セ

プ
ト
の
請
求
が
で
き
な
い
保
険
医

療
機
関
等
（
図
表
４
の
Ｃ
）

②　

支
払
基
金
地
方
組
織
が
被
災
し

業
務
処
理
が
困
難
と
な
っ
た
こ
と

に
よ
り
、
原
則
20
日
ま
で
に
電
子

媒
体
レ
セ
プ
ト
の
読
み
込
み
が
完

了
で
き
な
い
電
子
レ
セ
プ
ト
請
求

医
療
機
関
等
（
図
表
４
の
Ｄ
）

③　

支
払
基
金
地
方
組
織
が
被
災
し

業
務
処
理
が
困
難
と
な
っ
た
こ
と

に
よ
り
、
紙
レ
セ
プ
ト
の
処
理
が

で
き
な
い
紙
レ
セ
プ
ト
請
求
医
療

機
関
等
（
図
表
４
の
Ｄ
）

支
払
基
金
独
自
の
対
応

―
―
分
娩
機
関
に
対
す
る
出
産
育
児
一

時
金
等
の
支
払
継
続
―
―

　

災
害
に
よ
り
一
時
的
に
出
産
育
児
一

時
金
等
の
請
求
が
困
難
と
な
る
分
娩
機

関
に
お
い
て
は
、
10
日
及
び
25
日
と
さ

れ
て
い
る
提
出
期
限
に
つ
い
て
、
原
則

３
日
後
ま
で
受
付
期
間
を
延
長
し
、
可

能
な
限
り
確
定
額
で
支
払
い
ま
す
。

図表４●災害発生時における診療報酬等の支払継続

請求形態別医療機関等 災害救助法に基づく
厚労省通知における対応 支払基金独自の対応

オンライン
請求医療機関等

A）診療録、レセコン等の滅失、棄損に
よりレセプト請求ができない医療機関等

概算額で支払
（精算なし）

―

　診療録、レセコン等が滅失、棄損して
いない医療機関等

B）受付延長期間20日までに請求が
できる

― 確定額で支払

C）受付延長期間20日までに請求が
できない

―
概算額で支払
（精算あり）

電子媒体
請求医療機関等

A）診療録、レセコン等の滅失、棄損に
よりレセプト請求ができない医療機関等

概算額で支払
（精算なし）

―

　診療録、レセコン等が滅失、棄損して
いない医療機関等

B）受付延長期間20日までに請求が
できる

― 確定額で支払

C）受付延長期間20日までに請求が
できない

―
概算額で支払
（精算あり）

D）支払基金で電子媒体が読込できない
医療機関等

―
概算額で支払
（精算あり）

紙レセプト
請求医療機関等
（H21のオンライン
請求省令で義務化
を免除された医療
機関等）

A）診療録、レセコン等の滅失、棄損に
よりレセプト請求ができない医療機関等

概算額で支払
（精算なし）

―

D）支払基金で紙レセプトの処理ができ
ない医療機関等

―
概算額で支払
（精算あり）

（注）災害救助法の指定地域に所在する医療機関等が対象である。（Dの医療機関等を除く。）
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ま
た
、
診
療
報
酬
等
の
支
払
継
続
と

同
様
の
考
え
方
に
よ
り
、
災
害
救
助
法

に
基
づ
く
厚
生
労
働
省
通
知
を
超
え
た

対
応
と
し
て
、
次
の
分
娩
機
関
に
つ
い

て
、
支
払
基
金
独
自
の
概
算
額
で
支
払

い
ま
す
。（
図
表
５
）

①　

出
産
に
関
す
る
記
録
等
は
滅
失

し
て
い
な
い
が
、
受
付
期
間
を
13

日
及
び
28
日
※
ま
で
延
長
し
て
も
、

や
む
を
得
な
い
理
由
に
よ
り
、
出

産
育
児
一
時
金
等
の
請
求
が
で
き

な
い
分
娩
機
関
（
図
表
５
の
Ｃ
）

②　

支
払
基
金
地
方
組
織
が
被
災
し

業
務
処
理
が
困
難
と
な
っ
た
こ
と

に
よ
り
、
13
日
及
び
28
日
※
ま
で

に
、
電
子
媒
体
の
読
み
込
み
及
び

紙
の
専
用
請
求
書
の
入
力
が
完
了

で
き
な
い
分
娩
機
関
（
図
表
５
の

Ｄ
）

※
正
常
分
娩
分
・
異
常
分
娩
分
は
原
則
13
日
、
正

常
分
娩
支
払
早
期
分
は
原
則
28
日

図表５●災害発生時における出産育児一時金等の支払継続

請求形態別分娩機関 災害救助法に基づく
厚労省通知における対応 支払基金独自の対応

電子媒体請求
分娩機関

A）出産に関する記録等の滅失、棄損
により請求できない分娩機関

概算額で支払
（精算なし）

―

　出産に関する記録等が滅失、棄損し
ていない分娩機関

B）受付延長期間13日及び28日
までに請求ができる　

― 確定額で支払

C）受付延長期間13日及び28日
までに請求ができない

―
概算額で支払
（精算あり）

D）支払基金で電子媒体が読込できな
い分娩機関

―
概算額で支払
（精算あり）

紙の専用請求書
分娩機関

A）出産に関する記録等の滅失、棄損
により請求できない分娩機関

概算額で支払
（精算なし）

―

D）支払基金で紙の専用請求書の処理
ができない分娩機関

―
概算額で支払
（精算あり）

（注）災害救助法の指定地域に所在する分娩機関が対象である。（Dの分娩機関を除く。）
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支
払
基
金
に
お
い
て
は
、
過
去
に
発

生
し
た
阪
神
淡
路
大
震
災
や
東
日
本
大

震
災
、
ま
た
、
今
回
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
等
の
災
害
時
に
お

い
て
、
災
害
救
助
法
や
国
か
ら
の
要
請

に
対
す
る
対
応
、
支
払
基
金
独
自
の
対

応
を
行
い
、
国
民
に
対
す
る
医
療
提
供

を
継
続
す
る
た
め
、
保
険
医
療
機
関
等

の
運
営
に
支
障
が
生
じ
な
い
よ
う
、
保

険
医
療
機
関
等
に
対
し
迅
速
な
支
払
対

応
を
行
っ
て
き
た
と
こ
ろ
で
す
。

　

今
般
の
支
払
基
金
の
事
業
継
続
計
画

に
つ
い
て
は
、
こ
う
し
た
大
規
模
災
害

等
が
発
生
し
た
場
合
に
お
い
て
、
人
的
、

物
的
な
被
害
を
最
小
限
に
と
ど
め
た
上

で
、
保
険
医
療
機
関
等
へ
の
支
払
継
続

を
最
優
先
す
べ
き
重
要
業
務
と
定
め
策

定
し
ま
し
た
。

　

今
後
に
つ
き
ま
し
て
は
、「
業
務
処
理

（
狭
義
）」、「
訓
練
」
及
び
地
方
組
織
に

お
け
る
「
初
動
対
応
」
に
つ
い
て
策
定

し
、
大
規
模
災
害
時
に
お
い
て
も
、
我

が
国
の
医
療
保
険
制
度
を
支
え
る
よ
う

対
応
し
て
ま
い
り
ま
す
。

精
算
処
理

　

こ
れ
ま
で
述
べ
て
き
た
よ
う
に
、
支

払
基
金
独
自
の
概
算
額
の
支
払
に
つ
い

て
は
、
直
近
３
か
月
平
均
の
支
払
実
績

に
基
づ
き
支
払
額
を
算
出
し
概
算
額
に

よ
り
支
払
い
、
翌
月
請
求
の
診
療
報
酬

等
に
お
い
て
精
算
処
理
を
行
い
ま
す
。

（
図
表
６
）

　

な
お
、
支
払
基
金
独
自
の
概
算
払
い

に
伴
う
不
足
資
金
は
、
不
足
額
の
確
保

及
び
充
当
方
法
に
つ
い
て
、
厚
生
労
働

省
及
び
保
険
者
と
協
議
し
、
あ
ら
か
じ

め
ル
ー
ル
を
定
め
、
そ
れ
に
従
っ
て
決

定
す
る
こ
と
と
し
ま
す
。

後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合

等
へ
の
交
付
継
続

　

大
規
模
災
害
等
が
発
生
し
た
場
合
、

医
療
給
付
費
等
に
充
て
る
た
め
の
次
の

交
付
金
に
つ
い
て
交
付
を
継
続
し
ま
す
。

①　

後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
へ

の
後
期
高
齢
者
交
付
金

②　

都
道
府
県
国
保
及
び
国
保
組
合

等
へ
の
前
期
高
齢
者
交
付
金

③　
市
町
村
へ
の
介
護
給
付
費
交
付
金

及
び
地
域
支
援
事
業
支
援
交
付
金

交
付
額

　

交
付
額
に
つ
い
て
は
、
年
度
当
初
に

決
定
し
て
い
る
第
１
期
（
５
月
分
）
か

ら
第
12
期
（
４
月
分
）
ま
で
の
災
害
発

生
時
に
該
当
す
る
期
分
の
交
付
額
を
交

付
し
ま
す
が
、
年
間
交
付
額
が
決
定
す

る
前
の
４
月
16
日
か
ら
４
月
30
日
ま
で

の
間
に
災
害
が
発
生
し
た
場
合
は
、
前

年
度
の
第
１
期
分
を
概
算
額
と
し
て
交

付
し
ま
す
。

交
付
金
不
足
額
の
確
保

　

保
険
者
等
か
ら
の
収
納
状
況
を
踏
ま

え
、
交
付
金
に
不
足
額
が
生
じ
た
場
合

は
、
制
度
ご
と
に
、
前
々
年
度
剰
余
金
、

前
年
度
剰
余
金
、
当
年
度
剰
余
金
の
順

に
充
当
す
る
こ
と
で
対
応
し
ま
す
。

図表６●支払基金独自の概算払い・精算処理

災害発生月の翌月 災害発生月の翌々月

概算額で支払（直近３か月平均）（a） 精算処理
・レセプト審査（災害発生月分）
・災害発生月分の確定額算出（b）
・概算支払額（a）－確定額（b）＝精算額
・保険者請求

最
後
に
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　令和５年７月１日付けで山崎章一氏が専務理事に、播磨俊郎氏が理事に就任しました。

理事就任のごあいさつ

　

こ
の
た
び
令
和
５
年
７
月
１
日
付

け
で
理
事
に
就
任
い
た
し
ま
し
た
。

　

私
は
大
学
を
卒
業
後
、
野
村
證
券

株
式
会
社
に
入
社
し
、
支
店
営
業
を

振
り
出
し
に
、
財
務
、
商
品
企
画
、

シ
ス
テ
ム
部
門
等
に
在
籍
し
た
後
、

平
成
28
年
よ
り
野
村
證
券
健
康
保
険

組
合
に
常
務
理
事
と
し
て
出
向
し
、

健
保
業
務
の
Ｄ
Ｘ
化
を
推
進
す
る
と

と
も
に
、
オ
ン
ラ
イ
ン
資
格
確
認
等

シ
ス
テ
ム
に
対
す
る
保
険
者
と
し
て

の
取
組
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。
ま
た

健
診
事
業
運
営
の
見
直
し
を
経
て
、

デ
ー
タ
ヘ
ル
ス
計
画
に
基
づ
く
特
定

保
健
指
導
・
重
症
化
予
防
と
い
っ
た

ハ
イ
リ
ス
ク
・
ア
プ
ロ
ー
チ
、
イ
ン

セ
ン
テ
ィ
ブ
を
活
用
し
た
ラ
イ
フ
ロ

グ
記
録
等
に
よ
る
生
活
習
慣
の
行
動

変
容
の
促
進
と
い
っ
た
ポ
ピ
ュ
レ
ー

シ
ョ
ン
・
ア
プ
ロ
ー
チ
等
の
各
種
保

健
事
業
へ
の
取
組
等
を
通
じ
て
、
保

険
者
と
し
て
の
立
場
か
ら
医
療
保
険

制
度
に
関
わ
っ
て
き
ま
し
た
。

　

現
在
支
払
基
金
に
お
い
て
は
、
Ｉ

Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
た
審
査
支
払
業
務
の

効
率
化
と
審
査
事
務
集
約
化
に
よ
る

支
払
基
金
改
革
に
取
り
組
む
と
と
も

に
、
マ
イ
ナ
保
険
証
に
よ
る
医
療
機

関
受
診
等
の
核
と
な
る
オ
ン
ラ
イ
ン

資
格
確
認
等
シ
ス
テ
ム
の
運
営
及
び

そ
れ
を
核
と
し
た
各
種
医
療
Ｄ
Ｘ
の

取
組
等
、
デ
ー
タ
ヘ
ル
ス
改
革
の
中

核
機
能
と
し
て
の
重
責
を
担
う
立
場

で
も
あ
り
ま
す
。

　

私
自
身
は
支
払
基
金
で
の
業
務
経

験
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
保
険
者
と
し

て
の
実
務
経
験
は
も
ち
ろ
ん
、
シ
ス

テ
ム
関
連
、
財
務
、
制
度
設
計
等
、

前
職
で
培
っ
た
業
務
経
験
を
ベ
ー
ス

に
、
支
払
基
金
が
果
た
す
べ
き
使
命

を
全
う
す
べ
く
尽
力
す
る
こ
と
で
、

医
療
保
険
関
係
者
に
と
っ
て
の
利
便

性
と
品
質
の
向
上
に
よ
る
医
療
費
の

適
正
化
を
図
り
、
国
民
の
皆
様
の
健

康
寿
命
の
延
伸
の
た
め
の
支
援
に
取

り
組
ん
で
い
け
れ
ば
と
存
じ
ま
す
。

　

皆
さ
ま
方
の
ご
支
援
、
ご
協
力
を

心
よ
り
お
願
い
申
し
上
げ
、
ご
あ
い

さ
つ
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

こ
の
た
び
令
和
５
年
７
月
１
日
付

け
で
専
務
理
事
に
就
任
い
た
し
ま
し

た
。

　

現
在
、
支
払
基
金
は
審
査
事
務
の

効
率
化
・
高
度
化
、
審
査
結
果
の
不

合
理
な
差
異
解
消
を
目
的
と
し
た
支

払
基
金
改
革
を
進
め
、
そ
の
実
績
を

示
す
時
期
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

一
方
、本
年
６
月
に
示
さ
れ
た「
医

療
Ｄ
Ｘ
の
推
進
に
関
す
る
工
程
表
」

で
は
、医
療
Ｄ
Ｘ
の
担
い
手
と
し
て
、

多
方
面
か
ら
注
目
さ
れ
る
組
織
と
も

な
っ
て
い
ま
す
。

　

支
払
基
金
改
革
で
は
、
昨
年
10
月

に
審
査
事
務
集
約
を
実
行
し
、
本
年

10
月
に
は
目
視
対
象
レ
セ
プ
ト
を

10
％
と
し
、
審
査
実
績
の
更
な
る
向

上
を
目
指
し
て
お
り
ま
す
。

　

そ
の
た
め
に
は
、
改
革
の
取
組
と

成
果
に
つ
い
て
、
関
係
者
の
方
々
に

対
し
て
、
て
い
ね
い
な
説
明
を
重
ね

な
が
ら
、
職
員
と
と
も
に
不
断
の
努

力
を
続
け
、
改
革
の
目
標
達
成
に
向

け
て
貢
献
し
て
ま
い
り
た
い
と
考
え

て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
支
払
基
金
が
医
療
Ｄ
Ｘ
の

実
施
主
体
と
し
て
期
待
さ
れ
る
組
織

と
し
て
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
さ
れ
て
き

た
の
は
、
診
療
報
酬
の
「
適
正
な
審

査
」
と
「
迅
速
な
支
払
」
の
遂
行
、

令
和
３
年
９
月
の
シ
ス
テ
ム
刷
新
に

お
け
る
、「
ク
ラ
ウ
ド
化
」
や
「
モ

ジ
ュ
ー
ル
化
」
と
い
っ
た
先
駆
的
な

Ｉ
Ｔ
技
術
の
採
用
、
オ
ン
ラ
イ
ン
資

格
確
認
等
シ
ス
テ
ム
の
円
滑
な
る
開

発
・
運
用
と
い
っ
た
実
績
に
よ
る
も

の
で
あ
り
、
た
ゆ
ま
ぬ
努
力
が
支
払

基
金
へ
の
信
頼
に
結
び
付
い
た
も
の

と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

今
後
も
、
支
払
基
金
改
革
を
進
め

な
が
ら
、
医
療
Ｄ
Ｘ
で
も
日
本
の
医

療
保
険
制
度
を
支
え
る
組
織
と
し
て

飛
躍
し
て
い
く
た
め
に
、
信
頼
を
失

う
こ
と
な
く
、
全
力
を
尽
く
す
所
存

で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

皆
さ
ま
方
の
ご
協
力
・
ご
支
援
を

心
よ
り
お
願
い
申
し
上
げ
て
、
ご
あ

い
さ
つ
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

専
務
理
事　

山や
ま

崎ざ
き 

章し
ょ
う

一い
ち

理
事　

播は
り

磨ま 

俊と
し

郎お

就
任
の
ご
あ
い
さ
つ

就
任
の
ご
あ
い
さ
つ
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Topics 1

　　

支
払
基
金
に
お
い
て
は
、
令
和
４
年

10
月
に
支
部
完
結
型
の
業
務
実
施
体
制

か
ら
、
本
部
を
中
心
と
し
た
全
国
統
一

的
な
業
務
実
施
体
制
へ
転
換
し
、
電
子

レ
セ
プ
ト
の
審
査
事
務
の
集
約
拠
点
と

な
る
「
審
査
事
務
セ
ン
タ
ー
（
分
室
）」

と
、
各
都
道
府
県
に
引
き
続
き
設
置

す
る
審
査
委
員
会
の
審
査
補
助
を
担

う
「
審
査
委
員
会
事
務
局
」
に
再
編
し
、

組
織
改
革
を
行
い
ま
し
た
。

　

組
織
改
革
後
の
新
組
織
で
は
、
審
査

事
務
セ
ン
タ
ー
（
分
室
）
と
審
査
委
員

会
事
務
局
各
々
の
役
割
に
応
じ
、
審
査

実
績
の
向
上
に
向
け
た
具
体
的
な
数
値

目
標
を
設
定
し
、
審
査
の
質
の
充
実
を

図
る
た
め
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
審
査

事
務
セ
ン
タ
ー
（
分
室
）
に
お
い
て
は
、

電
子
レ
セ
プ
ト
の
審
査
事
務
を
担
当
す

る
こ
と
か
ら
、
原
審
査
に
お
け
る
確
実

な
審
査
事
務
と
再
審
査
（
電
子
レ
セ
プ

ト
請
求
分
、
併
設
事
務
局
の
紙
レ
セ
プ

ト
請
求
分
）
に
お
け
る
確
実
な
処
理
の

実
施
に
向
け
た
目
標
を
掲
げ
、
審
査
委

員
会
事
務
局
に
お
い
て
は
、
審
査
委
員

会
の
審
査
補
助
業
務
や
紙
レ
セ
プ
ト
の

審
査
事
務
を
担
当
す
る
こ
と
か
ら
、
原

審
査
に
お
け
る
確
実
な
審
査
の
補
助
と

再
審
査
（
紙
レ
セ
プ
ト
請
求
分
）
に
お

け
る
確
実
な
処
理
の
実
施
に
向
け
た
目

標
を
設
定
し
ま
し
た
。

 

セ
ン
タ
ー
・
分
室

　

目
視
対
象
レ
セ
プ
ト
に
対
す

る
審
査
事
務
実
施
レ
セ
プ
ト
の

割
合
１
０
０
％

　

目
視
対
象
に
振
り
分
け
ら
れ
た
レ
セ

プ
ト
に
つ
い
て
は
、
査
定
・
返
戻
の
可

能
性
が
高
い
の
で
、
全
件
確
実
に
確
認

す
る
こ
と
を
目
標
と
し
て
設
定
し
て
い

ま
す
。
た
だ
し
、
当
該
数
値
だ
け
を
評

価
す
る
も
の
で
は
な
く
、
他
の
目
標
と

併
せ
て
評
価
す
る
も
の
で
す
。

　支払基金では、令和４年度を審査事務の集約を実行する「新生支払基金を創建する年」と位
置付け、組織体制を刷新しました。
　この度、令和４年度における支払基金の取組を「事業状況報告書」として取りまとめました
ので、その中から審査事務集約後における審査実績の成果を示して、これまでの取組をご紹介
します。

審査事務集約を挟んで
審査実績が格段に向上
～令和４事業年度における事業の状況～

１ 

新
組
織
の
役
割
に

　

 

応
じ
た
目
標
の
設
定

1
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Topics 1

　

審
査
結
果
（
査
定
）
理
由
（
疑

義
付
箋
貼
付
分
を
除
く
）
の
う

ち
「
適
切
で
な
い
審
査
結
果
理

由
」
の
記
載
割
合
０
％

　

原
審
査
の
査
定
理
由
の
記
載
割
合
は
、

ほ
ぼ
１
０
０
％
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、

例
え
ば
査
定
内
容
と
し
て
医
薬
品
が
過

剰
と
査
定
さ
れ
た
場
合
に
、
投
与
日
数

が
過
剰
な
の
か
１
日
の
投
与
量
が
過
剰

な
の
か
等
、
査
定
の
理
由
が
医
療
機
関

に
正
し
く
伝
わ
る
た
め
の
記
載
と
す
る

た
め
に
目
標
と
し
て
設
定
し
て
い
ま
す
。

　

原
審
査
請
求
１
０
０
万
点
当

た
り
再
々
審
査
査
定
点
数
の
う

ち
告
示
・
通
知
に
係
る
査
定
点

数
（
単
独
設
置
事
務
局
の
紙
レ

セ
プ
ト
）
０
点

　

保
険
者
か
ら
提
出
さ
れ
た
告
示
・
通

知
の
算
定
ル
ー
ル
に
基
づ
く
再
審
査
の

請
求
に
つ
い
て
は
、
一
度
の
再
審
査

で
的
確
な
処
理
を
す
る
こ
と
に
よ
り
、

再
々
審
査
に
持
ち
込
ま
な
い
こ
と
を
目

標
と
し
て
設
定
し
て
い
ま
す
。 

　
　

 

事
務
局

　

目
視
対
象
レ
セ
プ
ト
に
対
す

る
審
査
実
施
レ
セ
プ
ト
の
割
合

１
０
０
％

　

目
視
対
象
に
振
り
分
け
ら
れ
た
レ
セ

プ
ト
に
つ
い
て
は
、
査
定
・
返
戻
の
可

能
性
が
高
い
の
で
、
審
査
委
員
が
全
件

確
実
に
審
査
を
実
施
す
る
こ
と
を
目
標

と
し
て
設
定
し
て
い
ま
す
。
た
だ
し
、

当
該
数
値
だ
け
を
評
価
す
る
も
の
で
は

な
く
、
他
の
目
標
と
併
せ
て
評
価
す
る

も
の
で
す
。

　

目
視
対
象
レ
セ
プ
ト
１
万
点

当
た
り
疑
義
付
箋
貼
付
分
の
再

審
査
査
定
点
数
の
半
減

（
目
標
：
０
・
35
点
）

　

職
員
が
疑
義
付
箋
を
貼
付
し
た
レ
セ

プ
ト
を
審
査
委
員
が
確
実
に
判
断
す
る

た
め
に
設
定
し
て
い
ま
す
。

　

目
視
対
象
レ
セ
プ
ト
１
万
点

当
た
り
職
員
が
疑
義
付
箋
を
貼

付
し
た
レ
セ
プ
ト
の
原
審
査
査

定
点
数
に
つ
い
て
、
令
和
元
年

度
か
ら
令
和
４
年
度
の
最
も
高

い
点
数
（
目
標
：
15
・
41
点
）

  

職
員
の
疑
義
付
箋
貼
付
は
、
審
査
委

員
の
審
査
に
大
き
く
貢
献
す
る
こ
と
か

ら
、
従
前
の
当
該
点
数
を
確
保
す
る
こ

と
を
目
標
と
し
て
設
定
し
て
い
ま
す
。

　

目
視
対
象
レ
セ
プ
ト
１
万
点

当
た
り
原
審
査
時
コ
ン
ピ
ュ
ー

タ
チ
ェ
ッ
ク
解
除
分
の
再
審
査

査
定
点
数
の
半
減

（
目
標
：
０
・
47
点
）

　

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
チ
ェ
ッ
ク
の
対
象
と

な
っ
た
レ
セ
プ
ト
を
職
員
が
的
確
に
処

理
す
る
こ
と
を
目
標
と
し
て
設
定
し
て

い
ま
す
。
こ
れ
に
よ
り
、
コ
ン
ピ
ュ
ー

タ
チ
ェ
ッ
ク
対
象
レ
セ
プ
ト
は
再
審
査

に
な
る
こ
と
な
く
原
審
査
で
対
応
で
き

る
こ
と
と
な
り
ま
す
。

　

審
査
結
果
（
査
定
）
理
由
（
疑

義
付
箋
貼
付
分
）
の
う
ち
「
適
切

で
な
い
審
査
結
果
理
由
」
の
記
載

割
合
０
％

　

原
審
査
の
査
定
理
由
の
記
載
割
合
は
、

ほ
ぼ
１
０
０
％
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、

例
え
ば
査
定
内
容
と
し
て
医
薬
品
が
過

剰
と
査
定
さ
れ
た
場
合
に
、
投
与
日
数

が
過
剰
な
の
か
１
日
の
投
与
量
が
過
剰

な
の
か
等
、
査
定
の
理
由
が
医
療
機
関

に
正
し
く
伝
わ
る
た
め
の
記
載
と
す
る

た
め
に
目
標
と
し
て
設
定
し
て
い
ま
す
。

　

原
審
査
請
求
１
０
０
万
点
当

た
り
再
々
審
査
査
定
点
数
の
う

ち
告
示
・
通
知
に
係
る
査
定
点

数
（
電
子
レ
セ
プ
ト
、
併
設
事

務
局
の
紙
レ
セ
プ
ト
）
０
点

　

保
険
者
か
ら
提
出
さ
れ
た
告
示
・
通

知
の
算
定
ル
ー
ル
に
基
づ
く
再
審
査
の

請
求
に
つ
い
て
は
、
一
度
の
再
審
査

で
的
確
な
処
理
を
す
る
こ
と
に
よ
り
、

再
々
審
査
に
持
ち
込
ま
な
い
こ
と
を
目

23
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Topics 1

標
と
し
て
設
定
し
て
い
ま
す
。

　

数
値
目
標
達
成
に
向
け
た
取
組
と
し

て
、
審
査
事
務
を
担
う
審
査
事
務
担
当

者
、
そ
の
進
捗
管
理
を
行
う
管
理
職
に

お
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
に
応
じ
て

次
の
と
お
り
取
り
組
ん
で
お
り
、
引
き

続
き
目
標
達
成
に
向
け
て
実
行
し
て
ま

い
り
ま
す
。

　

担
当
者
ご
と
の

Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
管
理

　

審
査
事
務
担
当
者
に
お
い
て
は
、

「
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
管
理
ツ
ー
ル
」
を
用
い
、

審
査
結
果
の
確
実
な
分
析
検
証
を
行
う

と
と
も
に
、
当
月
の
審
査
事
務
時
に
同

一
事
例
の
確
認
、
係
長
等
に
よ
る
ダ
ブ

ル
チ
ェ
ッ
ク
を
行
う
こ
と
で
同
一
の
誤

り
が
発
生
し
な
い
よ
う
具
体
的
な
対
応

策
を
策
定
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
管

理
職
に
お
い
て
は
、「
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
管
理

ツ
ー
ル
」
で
対
応
策
を
確
認
し
、
指
導

助
言
を
行
う
と
と
も
に
対
応
策
実
施
後

の
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
を
確
実
に
行
っ
て

い
ま
す
。

　

本
部
に
お
け
る
要
因
分
析

（
14
日
頃
）

　

ブ
ロ
ッ
ク
ご
と
に
担
当
者
を
定
め
、

毎
月
の
審
査
実
績
に
つ
い
て
、
本
部
で

分
析
を
行
い
、
継
続
的
な
審
査
実
績
の

低
下
や
突
発
的
な
数
値
の
変
動
等
が
生

じ
た
場
合
、
各
拠
点
に
お
け
る
詳
細
な

要
因
分
析
及
び
対
応
策
の
策
定
を
地
方

組
織
長
に
指
示
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
に

よ
り
、
本
部
と
地
方
組
織
が
一
体
と

な
っ
て
目
標
達
成
に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。

　

目
標
達
成
会
議

（
18
日
～
23
日
頃
）

　

61
拠
点
（
セ
ン
タ
ー
・
分
室
・
事
務

局
）
ご
と
に
毎
月
開
催
し
、
審
査
実
績

の
要
因
分
析
を
行
い
、
職
員
間
で
議
論

し
た
上
で
対
応
策
を
策
定
し
て
い
ま
す
。

　

ブ
ロ
ッ
ク
幹
部
会
議
（
月
末
）

　

本
部
役
員
を
交
え
て
ブ
ロ
ッ
ク
ご
と

に
毎
月
開
催
し
、
本
部
か
ら
指
示
さ
れ

て
い
る
数
値
目
標
の
要
因
分
析
結
果
及

び
今
後
の
対
応
等
に
つ
い
て
報
告
を
受

け
る
と
と
も
に
、
懸
念
点
を
議
論
す
る

こ
と
で
目
標
管
理
体
制
の
強
化
を
図
っ

て
い
ま
す
。

●
リ
エ
ゾ
ン
（
地
域
別
担
当
管
理
職
）※

に
よ
る
出
身
県
別
打
合
せ
会

（
５
日
頃
）

　

審
査
事
務
セ
ン
タ
ー
（
分
室
）
に
お

い
て
は
、
現
在
、
職
員
は
出
身
県
の
医

療
機
関
に
係
る
審
査
事
務
を
担
当
し
て

い
ま
す
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
出
身
県
の

診
療
科
の
代
表
職
員
と
各
県
担
当
の
リ

エ
ゾ
ン
に
お
い
て
打
合
せ
会
を
開
催
し
、

審
査
実
績
の
分
析
や
課
題
に
つ
い
て
議

論
し
、
目
標
達
成
会
議
へ
提
言
し
て
い

ま
す
。

※
リ
エ
ゾ
ン
（
地
域
別
担
当
管
理
職
）

　

診
療
科
を
越
え
て
横
断
的
に
審
査
委
員

会
事
務
局
と
審
査
事
務
セ
ン
タ
ー
と
の
連

絡
・
調
整
を
地
域
的
に
フ
ォ
ロ
ー
す
る
と

と
も
に
、
拠
点
が
異
な
る
審
査
委
員
と
職

員
間
の
円
滑
な
連
携
体
制
を
構
築
す
る
職

務

２ 

数
値
目
標
達
成
に

　

 

向
け
た
取
組

1

234

 　

こ
れ
ま
で
、
令
和
４
年
10
月
の
審
査

事
務
集
約
を
見
据
え
、
令
和
４
年
度
前

半
に
お
い
て
支
部
が
一
丸
と
な
っ
て
審

査
実
績
の
底
上
げ
に
取
り
組
み
、
審
査

事
務
集
約
後
の
年
度
後
半
に
お
い
て
も

審
査
実
績
が
低
下
し
な
い
よ
う
、
前
２

「
数
値
目
標
達
成
に
向
け
た
取
組
」
を

着
実
に
実
施
し
て
き
ま
し
た
。
そ
の
結

果
、
前
年
度
と
比
較
し
、
格
段
に
実
績

が
向
上
し
ま
し
た
。

　

な
お
、
審
査
実
績
が
低
下
し
た
数
値

目
標
に
つ
い
て
は
、
改
善
に
向
け
た
対

応
策
を
検
討
し
、
確
実
な
処
理
と
な
る

よ
う
周
知
し
ま
し
た
。（
次
ペ
ー
ジ
図

表
）

審
査
事
務
集
約
後
の

審
査
実
績
（
令
和
３

年
度
と
比
較
し
た
成

果
）

３
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Topics 1

センター・分室

図表●審査事務集約後の審査実績（令和３年度と比較した成果）

目視対象レセプトに対する審査事務実施レ
セプトの割合100％

目視対象レセプト1万点当たり原審査時コ
ンピュータチェック解除分の再審査査定点
数を半減（目標：0.47点）

目視対象レセプト1万点当たり職員が疑義
付箋を貼付したレセプトの原審査査定点数
について、令和元年度から令和4年度の最
も高い点数（目標：15.41点）

審査結果（査定）理由（疑義付箋貼付分）
のうち「適切でない審査結果理由」の記
載割合０％

適切でない記載等を3年度の実績値から4分
の1に減少させた

集約後の実績は、3年度の実績値からほぼ半
減となり、概ね目標を達成した

（集約後）
実績値

92.76%
75.72%

（３年度）
実績値

75.72%から92.76％へ大幅に向上

（集約後）
実績値

0.48点

0.93点

（３年度）
実績値

0.93点から0.48点へ格段に向上

（集約後）
実績値

3.17％

13.06％

（３年度）
実績値

13.06％から3.17％へ格段に向上

（集約後）
実績値

11.85点
13.45点

（３年度）
実績値

13.45点を下回る11.85点

※審査委員に審査結果の根拠を確認し、疑義付箋を貼付するよう周知徹底 

1

3

2

4

原審査請求100万点当たり再々審査査定点
数のうち告示・通知に係る査定点数（電子
レセプト、併設事務局の紙レセプト）0点

（集約後）
実績値

2.69点
3.03点

（３年度）
実績値

3.03点から2.69点へ向上

5
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Topics 1

事務局

審査結果（査定）理由（疑義付箋貼付分
を除く）のうち「適切でない審査結果理
由」の記載割合０％

目視対象レセプトに対する審査実施レセ
プトの割合100％

集約後の実績は、3年度の実績値からほぼ半
減となり、格段に実績が向上した

適切でない記載等を3年度の実績値から3分
の1に減少させた

原審査請求100万点当たり再々審査査定
点数のうち告示・通知に係る査定点数（単
独設置事務局の紙レセプト）0点

目視対象レセプト1万点当たり疑義付箋
貼付分の再審査査定点数の半減（目標：
0.35点）

（集約後）
実績値

80.90％85.63％

（３年度）
実績値

85.63％を下回る80.90％

（集約後）
実績値

3.88％

10.86％

（３年度）
実績値

10.86％から3.88％へ格段に向上

（集約後）
実績値

0.40点

0.73点

（３年度）
実績値

0.73点から0.40点へ格段に向上

（集約後）
実績値

0.69点0.71点

（３年度）
実績値

0.71点から0.69点へ向上

※目視対象レセプトに対する確実な審査の実施を審査委員会に丁寧に説明

1

3

2

4
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医
師
と
し
て

―
―
医
師
を
志
し
た
き
っ
か
け

　

幼
い
頃
か
ら
野
口
英
世
や
シ
ュ
バ
イ

ツ
ァ
ー
の
伝
記
を
読
み
、
医
師
と
い
う
仕

事
は
す
ご
い
仕
事
だ
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。

高
校
生
の
時
に
読
ん
だ
ク
ロ
ー
ニ
ン
著
書

の
『
城
砦
』
で
、
イ
ギ
リ
ス
の
田
舎
の
炭

鉱
で
働
く
若
い
医
師
が
キ
ャ
リ
ア
を
積
ん

で
ロ
ン
ド
ン
に
出
て
い
く
姿
に
、
や
っ
ぱ

り
医
師
に
な
る
の
は
い
い
な
と
思
い
、
決

心
し
ま
し
た
。

　

な
ぜ
脳
神
経
外
科
を
選
ん
だ
の
か
と
よ

く
訊
か
れ
ま
す
が
、
私
が
大
学
を
卒
業
し

た
頃
は
ま
だ
脳
神
経
外
科
は
新
し
い
診
療

科
で
、
非
常
に
活
気
が
あ
り
ま
し
た
。
従

来
の
ド
イ
ツ
の
医
学
か
ら
ア
メ
リ
カ
の
医

学
が
主
流
と
な
り
、
論
理
的
で
と
て
も
分

か
り
や
す
く
、
当
時
勤
務
し
て
い
た
病
院

の
先
生
方
が
情
熱
を
も
っ
て
指
導
し
て
く

だ
さ
っ
た
こ
と
が
き
っ
か
け
で
す
。

―
―
診
療
に
お
い
て
心
掛
け
て
い
る
こ
と

は
　

長
く
小
児
病
院
に
勤
務
し
て
い
た
の

で
、
子
ど
も
の
患
者
さ
ん
と
接
す
る
際

は
、
子
ど
も
の
目
線
に
立
つ
こ
と
が
一
番

大
切
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
そ
れ
か
ら
子

ど
も
た
ち
は
と
て
も
正
直
な
の
で
、
嘘
を

言
わ
な
い
よ
う
に
心
掛
け
て
い
ま
す
。
例

え
ば
、
注
射
を
す
る
時
に
「
痛
く
な
い
よ
」

と
言
っ
て
、
痛
い
こ
と
を
し
て
し
ま
う
と

「
裏
切
ら
れ
た
、
噓
を
言
う
人
だ
」
と
思
わ

れ
て
し
ま
う
の
で
、「
痛
い
け
ど
、
す
ぐ
終

わ
る
よ
」
と
伝
え
方
を
工
夫
し
、
子
ど
も

た
ち
に
信
頼
し
て
も
ら
え
る
よ
う
に
し
て

い
ま
す
。

　

ま
た
、
小
児
の
治
療
に
お
い
て
は
親
を

相
手
に
し
て
い
る
こ
と
に
も
な
り
ま
す
の

で
、
子
ど
も
の
気
持
ち
を
大
切
に
し
な
が

ら
も
、
親
の
意
見
も
大
切
に
し
て
い
ま
す
。

審
査
委
員
と
し
て

―
―
審
査
委
員
に
な
り
感
じ
た
こ
と
は

　

審
査
委
員
に
な
っ
た
当
時
は
、
保
険
に

通
る
、
通
ら
な
い
と
い
っ
た
大
雑
把
な
こ

と
は
知
っ
て
い
ま
し
た
が
、
保
険
診
療
に

つ
い
て
何
も
分
か
っ
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

審
査
委
員
に
な
っ
て
か
ら
、
点
数
表
の
解

釈
と
格
闘
し
な
が
ら
一
つ
ひ
と
つ
の
レ
セ

プ
ト
を
見
て
い
ま
し
た
。
審
査
を
し
な
が

ら
、
こ
れ
ま
で
自
分
は
保
険
診
療
を
意
識

し
て
診
療
は
し
て
い
な
か
っ
た
こ
と
を

は
っ
き
り
と
認
識
し
ま
し
た
ね
。

　

審
査
で
色
々
な
こ
と
を
教
え
て
も
ら
っ

た
と
い
う
思
い
が
強
く
、
勤
務
先
の
若
い

医
師
に
も
、
彼
ら
が
や
ろ
う
と
し
て
い
る

診
療
が
萎
縮
し
な
い
よ
う
に
気
を
つ
け
な

が
ら
、
保
険
診
療
を
意
識
し
た
診
療
が
大

事
だ
と
い
う
こ
と
を
、
日
頃
か
ら
話
す
よ

う
に
し
て
い
ま
し
た
。

　

自
分
自
身
も
そ
う
で
し
た
が
、
医
師
は

普
段
の
診
療
に
お
い
て
、
保
険
診
療
の
こ

レ
セ
プ
ト
か
ら
医
師
や
患
者
の
想
い
を

汲
み
取
る

伊だ

達て 

裕ひ
ろ

昭あ
き

　
千
葉
県
社
会
保
険
診
療
報
酬
請
求
書
審
査
委
員
会 

審
査
委
員
長

審査委員長に伺いました。
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し
く
な
っ
た
よ
う
に
感
じ
ま
す
。
半
数
近

く
の
職
員
が
東
京
の
審
査
事
務
セ
ン
タ
ー

へ
転
勤
し
て
し
ま
い
、
事
務
局
に
残
っ
た

職
員
で
百
数
十
名
い
る
審
査
委
員
の
対
応

や
そ
の
他
、
こ
れ
ま
で
千
葉
支
部
に
い
た

人
数
で
行
っ
て
い
た
業
務
を
こ
な
す
の
は

と
て
も
大
変
だ
と
思
い
ま
す
。

　

審
査
委
員
会
に
お
い
て
は
、
在
宅
審
査

が
始
ま
り
、
各
審
査
委
員
の
審
査
時
間
の

自
由
度
が
高
く
な
っ
た
一
方
、
伝
達
事
項

や
審
査
委
員
の
合
意
が
必
要
と
な
る
第
二

次
審
査
等
の
出
席
率
は
低
く
な
っ
た
よ
う

に
感
じ
ま
す
。
審
査
の
利
便
性
が
高
く
な

る
こ
と
は
良
い
こ
と
で
す
が
、
審
査
委
員

会
と
し
て
の
意
義
を
ど
の
よ
う
に
考
え
て

い
く
か
、
難
し
い
判
断
を
迫
ら
れ
て
い
る

の
で
は
な
い
か
と
思
っ
て
い
ま
す
。

―
―
都
道
府
県
間
の
審
査
事
務
レ
セ
プ
ト

交
換
に
つ
い
て

　

今
の
と
こ
ろ
、
大
き
な
変
化
と
い
う
の

は
感
じ
て
い
ま
せ
ん
。
審
査
事
務
セ
ン

タ
ー
で
職
員
間
の
引
継
ぎ
が
上
手
く
行
わ

れ
て
い
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

ま
と
め
る
の
は
非
常
に
難
し
い
で
す
。
意

見
が
バ
ッ
テ
ィ
ン
グ
し
た
時
は
、
そ
れ
ぞ

れ
の
話
を
よ
く
聞
き
、
ケ
ー
ス
バ
イ
ケ
ー

ス
で
落
と
し
ど
こ
ろ
を
探
し
て
い
ま
す
。

審
査
事
務
集
約
後
の
変
化
に

つ
い
て

―
―
職
員
と
の
連
携
や
事
務
局
の
雰
囲
気

に
つ
い
て

　

審
査
事
務
セ
ン
タ
ー
へ
転
勤
し
た
職
員
、

特
に
日
頃
か
ら
あ
る
程
度
気
安
く
話
を
し

て
い
た
職
員
と
は
チ
ャ
ッ
ト
等
を
通
し
て

や
り
取
り
は
で
き
て
い
ま
す
。

　

事
務
局
に
残
っ
た
職
員
は
、
と
て
も
忙

と
を
な
か
な
か
意
識
し
て
い
な
い
と
思
う

の
で
、
査
定
事
由
A
・
B
・
C
・
D
の
み

で
適
応
外
や
過
剰
等
と
言
わ
れ
て
も
納
得

で
き
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
で
す
か
ら
、

き
ち
ん
と
説
明
を
し
て
医
療
機
関
の
皆
さ

ん
に
納
得
し
て
も
ら
お
う
と
い
う
気
持
ち

を
常
に
持
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
保
険
者

再
審
査
に
お
い
て
も
、
も
ち
ろ
ん
そ
う
だ

と
思
っ
て
い
ま
す
。

―
―
審
査
委
員
長
と
し
て
大
切
に
し
て
い

る
こ
と
は

　

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
だ
っ
た
ら
０
か
１
か
、

ど
ち
ら
か
の
世
界
で
す
が
、
我
々
医
師
が

ピ
ア
・
レ
ビ
ュ
ー
と
し
て
審
査
し
て
い
る

意
味
と
い
う
の
は
、
レ
セ
プ
ト
の
中
に
あ

る
患
者
さ
ん
の
病
態
や
病
状
を
理
解
し
た

上
で
、
医
学
的
な
判
断
に
基
づ
き
審
査
を

し
て
い
る
と
こ
ろ
に
あ
り
ま
す
。
各
症
例

に
対
し
て
合
理
的
な
説
明
を
す
る
こ
と
が

大
切
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

審
査
委
員
会
の
運
営
に
つ
い
て
は
、
審

査
委
員
に
よ
っ
て
保
険
診
療
の
審
査
に
対

す
る
考
え
方
は
様
々
で
、
意
見
を
一
つ
に

―
―
審
査
取
決
事
項
の
統
一
に
つ
い
て

　

千
葉
県
で
は
、
国
保
と
の
意
見
交
換
会

や
医
師
会
の
保
険
診
療
委
員
会
が
行
わ
れ

て
い
ま
す
が
、
現
在
は
全
国
的
な
審
査
の

統
一
を
意
識
し
て
、
文
書
化
さ
れ
た
取
決

を
報
告
す
る
形
に
な
っ
て
い
ま
す
。
し
か

し
、
都
道
府
県
間
や
診
療
科
別
に
文
書
化

さ
れ
て
い
な
い
取
決
は
多
く
潜
ん
で
い
ま

す
。
こ
れ
ら
を
統
一
す
る
こ
と
は
難
し
く
、

こ
れ
か
ら
の
課
題
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
に
つ
い
て

―
―
健
康
を
保
つ
秘
訣
は

　

ス
ト
レ
ス
を
い
か
に
残
さ
な
い
よ
う
に

す
る
か
が
大
切
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。「
運

否
天
賦
」
と
い
う
言
葉
が
あ
り
ま
す
が
、

自
分
が
で
き
る
こ
と
を
最
大
限
努
力
す
れ

ば
、
あ
と
は
神
様
が
ち
ゃ
ん
と
や
っ
て
く

れ
る
、
神
様
に
し
か
分
か
ら
な
い
と
思
う

よ
う
に
し
て
い
ま
す
。
結
果
に
対
し
て
自

分
が
あ
あ
す
れ
ば
良
か
っ
た
、
こ
う
す
れ

ば
良
か
っ
た
と
な
る
べ
く
思
わ
ず
ス
ト
レ

ス
を
残
さ
な
い
よ
う
に
心
掛
け
て
い
ま
す
。
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Topics 2

図表１－１●確定件数の状況

令和４年度

診療報酬等確定状況
（令和４年４月～令和５年３月診療分）

平成30年度 令和元年度 2年度 3年度 4年度

件
数
（
万
件
）

総計 112,585 114,954 102,953 113,408 126,219

医科 60,035 60,852 54,020 60,231 68,562

歯科 14,571 15,270 14,564 15,687 16,002

調剤 37,822 38,650 34,156 37,242 41,372

訪問 158 181 214 248 284

平成30年度 令和元年度 2年度 3年度 4年度

対
前
年
度
増
減
率
（
％
）

総計 3.0 2.1 ▲ 10.4 10.2 11.3

医科 2.4 1.4 ▲ 11.2 11.5 13.8

歯科 3.7 4.8 ▲ 4.6 7.7 2.0

調剤 3.6 2.2 ▲ 11.6 9.0 11.1

訪問 18.3 14.9 18.0 15.7 14.8

（万件）
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15,270

60,852
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14,564

54,020

37,242

15,687

60,231

41,372

16,002

68,562

平成30年度 令和元年度 ２年度 ３年度 ４年度

■医科　■歯科　■調剤　■訪問　
112,585 114,954 102,953 113,408 126,219

　令和４年度の診療報酬等確定状況について、概要を紹介します。

確
定
件
数
・

金
額
の
推
移

1
　

令
和
４
年
度
確
定
件
数
は
総
計
で
12
億

６
２
１
９
万
件
（
対
前
年
度
増
減
率
＋

11
・
３
％
）、
確
定
金
額
は
総
計
で
14
兆
４

０
２
３
億
円
（
＋
６
・
０
％
）
で
し
た
。

　

診
療
種
別
に
つ
い
て
は
、
図
表
１
︱
１
、

図
表
１
︱
２
を
参
照
し
て
く
だ
さ
い
。

　

令
和
４
年
度
に
件
数
が
11
・
３
％
、
金

額
が
６
・
０
％
と
増
加
し
た
の
は
、
法
別

28
※
の
確
定
件
数
が
３
・
２
倍
に
増
加
し

た
な
ど
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の

流
行
に
よ
る
受
診
増
の
影
響
で
す
。

※　

感
染
症
の
予
防
及
び
感
染
症
の
患
者
に

対
す
る
医
療
に
関
す
る
法
律
に
よ
る
一
類
感

染
症
等
の
患
者
の
入
院
（
同
法
第
37
条
）
の

法
別
番
号
で
あ
り
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
に
係
る
給
付
を
行
う
公
費
で
あ
る
。
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Topics 2

図表１－２●確定金額の状況

平成30年度 令和元年度 2年度 3年度 4年度

金
額
（
億
円
）

総計 125,445 129,742 125,785 135,822 144,023

医科 88,517 91,128 87,436 95,311 101,631

歯科 11,636 12,015 12,203 12,839 13,101

調剤 23,436 24,611 23,996 25,326 26,748

食事・生活 1,045 1,038 990 974 938

訪問 810 949 1,161 1,371 1,604

平成30年度 令和元年度 2年度 3年度 4年度

対
前
年
度
増
減
率
（
％
）

総計 2.0 3.4 ▲ 3.0 8.0 6.0

医科 2.7 2.9 ▲ 4.1 9.0 6.6

歯科 2.9 3.3 1.6 5.2 2.0

調剤 ▲ 0.8 5.0 ▲ 2.5 5.5 5.6

食事・生活 ▲ 11.8 ▲ 0.7 ▲ 4.6 ▲ 1.6 ▲ 3.7

訪問 19.7 17.2 22.3 18.2 17.0

（億円）
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平成30年度 令和元年度 ２年度 ３年度 ４年度

■医科　■歯科　■調剤　■食事・生活　■訪問　

1,604144,023

26,748

13,101

101,631

1,045 1,038
990

974
938

　

電
子
レ
セ
プ
ト
の
総
点
数
の
推
移
を
み

る
と
、
１
兆
６
３
２
４
億
点
で
対
前
年
度

６
・
２
％
の
増
で
し
た
（
図
表
２
）。
コ
ロ

ナ
関
連
点
数
※
を
除
く
総
点
数
で
は
、
１

兆
５
４
０
２
億
点
で
対
前
年
度
４
・
１
％

の
増
で
し
た
。

※　

コ
ロ
ナ
関
連
点
数
と
は
、
一
類
感
染
症

等
（
法
別
28
）
の
公
費
対
象
点
数
、
診
療
報
酬

上
臨
時
的
取
扱
の
点
数
を
集
計
し
た
も
の
で

あ
る
。

　

電
子
レ
セ
プ
ト
の
件
数
の
合
計
（
調
剤

を
除
く
）
は
６
億
６
５
８
０
万
件
で
対
前

年
度
６
・
０
％
の
増
で
し
た
。
点
数
の
合

計
は
１
兆
６
３
２
４
億
点
で
対
前
年
度

６
・
２
％
の
増
で
し
た
が
、
コ
ロ
ナ
関
連

点
数
を
除
く
と
対
前
年
度
４
・
１
％
の
増

電
子
レ
セ
プ
ト
の

総
点
数
の
推
移

2
電
子
レ
セ
プ
ト
の
件

数
及
び
点
数
と
医
科

入
院
外
電
子
レ
セ
プ

ト
の
件
数
・
点
数（
診

療
所
の
診
療
科
別
）

3
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Topics 2

図表２●電子レセプトの総点数の推移
【 】内の数値は構成割合　
（ ）内の数値は対前年度増減率

で
、
令
和
元
年
度
と
比
較
す
る
と
４
・

０
％
の
増
で
し
た
（
図
表
３
︱
１
）。

　

医
科
入
院
外
診
療
所
の
件
数
は
対
前
年

度
７
・
９
％
増
加
し
、
診
療
科
別
に
み
る

と
、
特
に
小
児
科
や
耳
鼻
咽
喉
科
で
は

15
%
を
超
え
て
増
加
し
ま
し
た
。
対
元
年

度
で
は
耳
鼻
咽
喉
科
や
医
療
機
関
数
が

16
%
減
少
し
て
い
る
外
科
を
除
き
増
加
し

て
い
ま
す
。

　

点
数
は
対
前
年
度
15
・
０
％
増
加
し
、

診
療
科
別
に
み
る
と
、
特
に
産
婦
人
科
で

は
令
和
４
年
度
診
療
報
酬
改
定
に
お
け
る

不
妊
治
療
の
保
険
適
用
の
影
響
で
６
割
を

超
え
て
増
加
し
ま
し
た
。
対
元
年
度
で
は

産
婦
人
科
と
小
児
科
で
大
き
く
増
加
し
、

産
婦
人
科
の
増
加
は
不
妊
治
療
の
保
険
適

用
の
影
響
、
小
児
科
の
増
加
は
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
関
連
診
療
行
為
の
算

定
回
数
増
加
及
び
令
和
２
年
度
診
療
報
酬

改
定
に
よ
り
対
象
年
齢
が
３
歳
未
満
か
ら

６
歳
未
満
へ
拡
大
さ
れ
た
小
児
科
外
来
診

療
料
及
び
小
児
か
か
り
つ
け
診
療
料
の
算

定
回
数
増
加
等
の
影
響
で
す
（
図
表
３
︱

２
）。

0

2,000

4,000

6,000

8,000

10,000

12,000

14,000

16,000

（億点）

（億点）

18,000

0

100

200

300

400

500

600

700

800

900

1,000

医科入院
4,255【28.7%】
（+3.2%）

医科入院外
5,976【40.4%】
（+2.8%）

調剤
3,024【20.4%】
（+4.7%）

575【3.7%】
（+320.5%）

令和元年度 令和２年度 令和３年度

14,810億点（＋3.4％） 14,265億点（▲3.7％）
（再掲）コロナ関連点数を除く 14,128億点（▲4.6％）

15,368億点（＋7.7％）
14,794億点（＋4.7％）

歯科
1,553【10.5%】
（+3.4%）

1【0.0%】（+0.0%）

医科入院
4,016【28.2%】
（▲5.6%）

医科入院外
5,586【39.2%】
（▲6.5%）

調剤
2,945【20.6%】
（▲2.6%）

歯科
1,581【11.1%】
（+1.8%）

医科入院
4,088【26.6%】
（+1.8%）

医科入院外
5,957【38.8%】
（+6.6%）

調剤
3,090【20.1%】
（+4.9%）

歯科
1,659【10.8%】
（+4.9%）

137【1.0%】（+9673.5%）

検査30.3【3.3%】

検査299.5
【32.5%】

医学管理等258.5
【28.0%】

基本診療132.4
【14.4%】

基本診療128.7
【14.0%】

44億点【4.8%】

0.6億点【0.1%】

922億点

コロナ関連点数
・一類感染症等（法別 28）の公費対象点数
・診療報酬上臨時的取扱点数

医科入院外
687億点
【74.5%】

医科入院
190億点
【20.6%】
医学管理等27.7
【3.0%】

922【5.6%】
（+60.4%）

医科入院
4,130【25.3%】
（+1.0%）

医科入院外
6,338【38.8%】
（+6.4%）

調剤
3,225【19.8%】
（+4.4%）

歯科
1,708【10.5%】
（+3.0%）

令和４年度

歯科

調剤

16,324億点（＋6.2％）
15,402億点（＋4.1％）
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注１）件数の合計には、調剤分を含まない。
注２）食事・生活療養費を含まない。

合計 医科入院 医科入院外 歯科 調剤
件数

（万件）
令和元年度 64,514 855 50,471 13,188 32,371 
令和２年度 58,264 770 44,921 12,573 28,957 
令和３年度 62,798 794 48,485 13,520 31,227 
令和４年度 66,580 785 51,958 13,837 33,952 

対前年度増減率 +6.0% ▲ 1.1% +7.2% +2.3% +8.7%
対元年度増減率 +3.2% ▲ 8.2% +2.9% +4.9% +4.9%

点数
（億点）

令和元年度 14,810 4,257 5,976 1,553 3,024 
令和２年度 14,265 4,068 5,669 1,583 2,946 
令和３年度 15,368 4,268 6,329 1,668 3,103 
令和４年度 16,324 4,321 7,025 1,709 3,270 

対前年度増減率 +6.2% +1.2% +11.0% +2.4% +5.4%
対元年度増減率 +10.2% +1.5% +17.5% +10.0% +8.1%

（再掲）
コロナ関連点数を除く

令和元年度 14,809 4,255 5,976 1,553 3,024 
令和２年度 14,128 4,016 5,586 1,581 2,945 
令和３年度 14,794 4,088 5,957 1,659 3,090 
令和４年度 15,402 4,130 6,338 1,708 3,225 

対前年度増減率 +4.1% +1.0% +6.4% +3.0% +4.4%
対元年度増減率 +4.0% ▲ 2.9% +6.1% +10.0% +6.6%

図表３－１●電子レセプトの件数及び点数

図表３－２●医科入院外電子レセプトの件数・点数（診療所の診療科別）
医科入院外

病院 診療所
件数（万件） 令和元年度 50,471 10,742 39,729 

令和２年度 44,921 9,639 35,282 
令和３年度 48,485 10,375 38,110 
令和４年度 51,958 10,821 41,136 

対前年度増減率 +7.2% +4.3% +7.9%
対元年度増減率 +2.9% +0.7% +3.5%

点数（億点） 令和元年度 5,976 2,422 3,554 
令和２年度 5,669 2,364 3,305 
令和３年度 6,329 2,588 3,741 
令和４年度 7,025 2,724 4,301 

対前年度増減率 +11.0% +5.3% +15.0%
対元年度増減率 +17.5% +12.5% +21.0%

内科 小児科 外科 整形外科 皮膚科 産婦人科 眼科 耳鼻咽喉科 その他

件数（万件） 令和元年度 13,693 3,404 1,079 3,306 4,351 1,578 3,968 4,305 4,045 
令和２年度 11,665 2,489 917 3,201 4,403 1,568 3,677 3,347 4,015 
令和３年度 12,772 3,033 931 3,475 4,397 1,691 3,845 3,593 4,374 
令和４年度 14,034 3,550 980 3,613 4,371 1,798 3,976 4,181 4,633 

対前年度増減率 +9.9% +17.1% +5.3% +4.0% ▲ 0.6% +6.4% +3.4% +16.4% +5.9%
対元年度増減率 +2.5% +4.3% ▲ 9.2% +9.3% +0.4% +14.0% +0.2% ▲ 2.9% +14.5%

点数（億点） 令和元年度 1,437 283 125 338 217 146 283 284 440 
令和２年度 1,325 220 110 338 220 149 278 225 440 
令和３年度 1,520 320 115 365 223 160 297 261 480 
令和４年度 1,756 419 126 378 219 258 311 324 511 

対前年度増減率 +15.5% +31.1% +9.1% +3.4% ▲ 1.7% +61.4% +4.8% +24.0% +6.5%
対元年度増減率 +22.1% +47.9% +0.9% +11.6% +0.7% +76.3% +9.7% +14.2% +16.2%

［医科入院外診療所の診療科別内訳］
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期
充
実
体
制
加
算
、
精
神
科
急
性
期
医
師

配
置
加
算
の
対
象
拡
大
に
伴
う
算
定
回
数

の
増
加
の
影
響
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

（
2
）
医
科
入
院
外

　

医
科
入
院
外
の
１
日
当
た
り
点
数
は
８

７
６
点
で
対
前
年
度
０
・
５
％
の
増
で
し

た
（
図
表
４
︱
２
）。

　

診
療
行
為
別
に
主
な
対
前
年
度
増
減
要

前
年
度
４
・
２
％
の
増
で
し
た
（
図
表
４

︱
１
）。

　

診
療
行
為
別
に
主
な
対
前
年
度
増
減
要

因
を
み
る
と
、「
手
術
」
が
５
・
５
％
、

「
特
定
器
材
」
が
６
・
０
％
増
加
し
て
い

ま
す
が
、
こ
れ
は
全
体
的
な
手
術
の
算
定

回
数
が
増
加
し
た
影
響
で
す
。「
入
院
基

本
料
」
の
７
・
９
％
の
増
加
は
、
令
和
４

年
度
診
療
報
酬
改
定
で
新
設
さ
れ
た
急
性

因
を
み
る
と
、「
初
診
料
」
の
10
・
７
％
の

増
加
は
全
体
的
な
（
特
に
小
児
）
算
定
回

数
が
増
加
し
た
影
響
で
す
。「
手
術
」
の

43
・
９
％
の
増
加
は
令
和
４
年
度
診
療
報

酬
改
定
で
不
妊
治
療
が
保
険
適
用
さ
れ
た

影
響
で
す
。

0

500

1,000

1,500

2,000

2,500

3,000

3,500

4,000

4,500

5,000
（点）

264【5.9%】
（+1.4%）

261【6.0%】
（+3.8%）

304【7.0%】
（+6.2%）

201【4.6%】（+9.8%）

154【3.5%】（+3.9%）

1,357【31.1%】
（+1.2%）

669【15.3%】
（+4.7%）

631【14.5%】
（+1.0%）

782【17.9%】
（+3.6%）

317【7.1%】
（+4.2%）

1,371【30.7%】
（+1.0%）

677【15.2%】
（+1.3%）

656【14.7%】
（+3.9%）

801【18.0%】
（+2.4%）

203【4.6%】（+1.2%）

173【3.9%】（+12.0%）

令和元年度 令和２年度 令和３年度

4,359点（＋3.1％） 4,463点（＋2.4％）

凡例

その他

特定器材

医薬品

包括評価

特定入院料

入院基本料

リハビリ
テーション

手術

266【5.8%】
（+0.7%）

345【7.5%】
（+8.9%）

1,399【30.6%】
（+2.0%）

6８６【15.0%】
（+1.3%）

651【14.2%】
（▲0.8%）

841【18.4%】
（+5.0%）

212【4.6%】（+4.1%）

175【3.8%】（+1.1%）

4,575点（＋2.5％）

令和４年度

273【5.7%】
（+2.5%）

366【7.7%】
（+6.0%）

1,451【30.5%】
（+3.7%）

694【14.6%】
（+1.2%）

702【14.7%】
（+7.9%）

887【18.6%】
（+5.5%）

218【4.6%】（+3.1%）

174【3.6%】（▲0.7%）

4,766点（＋4.2％）

0

100

200

300

400

500

600

700

800

900
（点）

52【6.0%】（▲0.5%）52【6.0%】（+13.3%）46【5.6%】（+5.3%）

174【21.0%】
（+8.5%）

34【4.1%】（+8.4%）

195【22.2%】
（+12.2%）

41【4.7%】（+22.4%）

168【19.1%】
（+3.1%）

162【19.6%】
（+2.0%）

57【6.8%】（+2.7%）

57【6.9%】（+0.7%）

56【6.8%】（+2.5%）

74【8.9%】
（+1.6%）

70【8.4%】
（+2.1%）

76【9.2%】
（▲2.2%）

61【6.9%】（+8.6%）

61【6.9%】（+7.6%）

58【6.6%】（+1.1%）

78【8.9%】
（+12.0%）

63【7.2%】
（▲17.4%）

76【8.7%】
（+2.8%）

190【21.9%】
（▲2.3%）

60【6.9%】（▲1.1%）

167【19.1%】
（▲0.5%）

57【6.5%】（▲2.0%）

57【6.6%】（▲6.1%）

83【9.5%】
（+6.1%）

64【7.4%】
（+2.2%）

75【8.6%】
（▲1.3%）

42【4.8%】（+0.5%）

令和元年度 令和２年度 令和３年度

827点（＋3.3％） 877点（＋6.0％） 871点（▲0.6％）

凡例

その他

医薬品

画像診断

処置

検査・
病理診断

投薬・注射

在宅医療

医学管理等

初診料

再診料

52【5.9%】（▲1.2%）

186【21.2%】
（▲2.4%）

58【6.6%】（▲3.3%）

165【18.9%】
（▲0.8%）

55【6.3%】（▲3.2%）

55【6.2%】（▲4.4%）

85【9.7%】
（+2.3%）

71【8.1%】
（+10.7%）

73【8.3%】
（▲3.0%）

42【4.8%】（+1.0%）

876点（＋0.5％）

令和４年度

手術

21【2.5%】（+6.1%）

24【2.7%】（+13.5%） 24【2.8%】（+0.6%） 35【4.0%】（+43.9%）

図表４－１●医科入院

図表４－２●医科入院外

（
1
）
医
科
入
院

　

電
子
レ
セ
プ
ト
の
医
科
入
院
に
お
け
る

１
日
当
た
り
の
点
数
は
４
７
６
６
点
で
対

【 】内の数値は構成割合　
（ ）内の数値は対前年度増減率

注１）構成割合の３％未満の診療行為大分類は「その他」に集計
注２）コロナ関連点数は除く

注１）構成割合の３％未満の診療行為大分類は「その他」に集計
注２）コロナ関連点数は除く

【 】内の数値は構成割合　
（ ）内の数値は対前年度増減率

電
子
レ
セ
プ
ト
の

１
日
当
た
り
点
数
の

診
療
行
為
別
の
推
移

4
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（
3
）
歯
科

　

歯
科
の
１
日
当
た
り
点
数
は
８
０
７
点

で
対
前
年
度
３
・
６
％
の
増
で
し
た
（
図

表
４
︱
３
）。

　

診
療
行
為
別
に
主
な
対
前
年
度
増
減
要

因
を
み
る
と
、「
医
学
管
理
等
」
の
７
・
５

％
の
増
加
は
歯
科
疾
患
管
理
料
と
そ
の
加

0

100

200

300

400

500

600

700

800

900
（点）

225【31.4%】
（▲1.7%）

23【3.2%】（+2.5%）

35【4.9%】（+2.4%）

30【4.2%】（+3.5%）

41【5.7%】（+5.2%）

240【31.4%】
（+6.4%）

31【4.1%】（+3.0%）

44【5.8%】（+7.8%）

24【3.1%】（+3.3%）

37【4.8%】（+5.3%）

54【7.0%】（+0.7%）
53【7.4%】（+2.7%）

159【22.2%】
（+3.7%）

91【12.6%】
（+4.7%）

60【8.4%】（+3.1%）

167【21.9%】
（+5.1%）

106【13.9%】
（+17.0%）

61【8.0%】（+1.9%）

233【29.9%】
（▲3.0%）

56【7.2%】（+3.9%）

175【22.5%】
（+4.9%）

117【15.0%】
（+10.2%）

60【7.7%】（▲1.3%）

44【5.7%】（+0.8%）

32【4.1%】（+3.2%）

24【3.1%】（+1.3%）

37【4.8%】（+1.8%）

令和元年度 令和２年度 令和３年度

717点（＋1.9％） 763点（＋6.4％） 779点（＋2.0％）

凡例

その他

画像診断

歯冠修復及び
欠損補綴

検査・
病理診断

手術・麻酔

初診料

再診料

医学管理等

処置

237【29.3%】
（+1.6%）

67【8.3%】（+20.0%）

172【21.3%】
（▲1.8%）

126【15.6%】
（+7.5%）

61【7.6%】（+2.1%）

47【5.8%】（+4.9%）

34【4.2%】（+5.4%）

25【3.0%】（+1.8%）

39【4.9%】（+5.3%）

807点（＋3.6％）

令和４年度

0

100

200

300

400

500

600

700

800

900
（点）

78【10.2%】
（+2.6%）

86【10.1%】
（+10.3%）

62【7.3%】（+30.7%）
48【6.2%】（+19.9%）

151【19.6%】
（+1.1%）

418【54.4%】
（+4.2%）

68【8.9%】
（+6.2%）

471【55.0%】
（+12.7%）

157【18.3%】
（+4.1%）

73【8.5%】
（+7.0%）

79【9.5%】
（▲8.0%）

67【8.0%】（+6.6%）

450【53.9%】
（▲4.5%）

156【18.7%】
（▲0.3%）

76【9.1%】
（+4.0%）

令和元年度 令和２年度 令和３年度

768点（＋4.4％） 856点（＋11.4％） 834点（▲2.6％）

凡例

その他

外用薬

薬剤調製料・
薬学管理料

注射薬

調剤基本料

内服薬

76【9.4%】
（▲4.2%）

69【8.6%】（+4.2%）

423【52.4%】
（▲5.9%）

156【19.3%】
（▲0.1%）

77【9.5%】
（+1.0%）

807点（▲3.2％）

令和４年度

図表４－３●歯科

図表４－４●調剤

算
（
長
期
管
理
加
算
、
エ
ナ
メ
ル
質
初
期

う
蝕
管
理
加
算
）
及
び
歯
科
衛
生
実
地
指

導
料
の
算
定
回
数
が
増
加
し
た
影
響
で
す
。

ま
た
、「
検
査
・
病
理
診
断
」
の
20
・
０
％

の
増
加
は
令
和
４
年
度
診
療
報
酬
改
定
で

歯
周
病
安
定
期
治
療
Ⅱ
が
歯
周
病
安
定
期

治
療
Ⅰ
と
統
合
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
歯

周
病
安
定
期
治
療
Ⅱ
に
含
ま
れ
別
に
算
定

で
き
な
か
っ
た
歯
周
病
検
査
の
算
定
回
数

が
増
加
し
た
影
響
で
す
。

（
4
）
調
剤

　

調
剤
の
１
日
当
た
り
点
数
は
８
０
７
点

で
対
前
年
度
３
・
２
％
の
減
で
し
た
（
図

表
４
︱
４
）。

　

診
療
行
為
別
に
主
な
対
前
年
度
増
減
要

因
を
み
る
と
、「
内
服
薬
」
の
５
・
９
％
の

減
少
は
令
和
４
年
度
の
薬
価
改
定
（
引
下

げ
）
の
影
響
で
す
。「
注
射
薬
」
の
４
・
２

％
の
増
加
は
デ
ュ
ピ
ク
セ
ン
ト
注
射
薬

（
ア
ト
ピ
ー
性
皮
膚
炎
等
）、
ヘ
ム
ラ
イ
ブ

ラ
（
先
天
性
血
友
病
A
患
者
に
お
け
る
出

血
傾
向
の
抑
制
等
）
の
算
定
回
数
の
増
加

及
び
院
外
処
方
進
展
の
影
響
で
す
。

注１）構成割合の３％未満の診療行為大分類は「その他」に集計
注２）コロナ関連点数は除く

注１）構成割合の３％未満の診療行為大分類は「その他」に集計
注２）コロナ関連点数は除く
注３）薬剤調製料は令和３年度までは調剤料である

【 】内の数値は構成割合　
（ ）内の数値は対前年度増減率

【 】内の数値は構成割合　
（ ）内の数値は対前年度増減率
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保険者からの再審査請求において
「原審どおり」となる事例の解説

関節リウマチに対するD215の2のロ⑶超音波検査（断層撮
影法）（その他）の算定について

【告示　令和４年３月４日付け厚生労働省告示第54号】（抜粋）

＜別表第一　医科診療報酬点数表・第２章・第３部・第３節　超音波検査等＞
　D215　超音波検査（記録に要する費用を含む。）
２　断層撮影法（心臓超音波検査を除く。）
ロ　その他の場合
⑴　胸腹部                                　　　　　　　　530点
⑵　下肢血管                              　　　　　　　  450点
⑶　その他（頭頸部、四肢、体表、末梢血管等）　　350点

【審査情報提供事例（医科）】（抜粋）
（公表日：平成29年２月27日）

○関節リウマチに対するＤ215の2のロ⑶ 超音波検査（断層撮影法）（その他）の算定について

○取扱い
　原則として、「関節リウマチ」に対する診断及び経過観察を目的として実施した「超音波検査（断
層撮影法）（その他）」の算定は認められる。

○取扱いを定めた理由
　「関節リウマチ」の骨破壊の原因である滑膜炎の存在と、リウマチの特徴的な骨破壊像である骨
びらんを描出することができるため「超音波検査（断層撮影法）（その他）」が有用である。

○留意事項
　経過観察として認める場合の期間（算定間隔）については、個々の症例により適正なものとす
ること。

事 例

　本事例は、保険者からの再審査請求において「診療報酬明細書に記載された傷病名より、超音
波検査（断層撮影法）（その他）の算定はいかがか」との申出が行われた事例です。
　関節リウマチに対するＤ215の2のロ⑶超音波検査（断層撮影法）（その他）は、「関節リウマチ」
の骨破壊の原因である滑膜炎の存在と、リウマチの特徴的な骨破壊像である骨びらんを描出する
ことができるため有用となることを踏まえ、審査情報提供事例（医科）において認められるとし
ていることから、本事例は原則として原審どおりとなりますので、再審査請求の申出を行う場合
はご留意ください。
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保険者からの再審査申出内容

　診療報酬明細書に記載された傷病名より、 D215の2のロ⑶超音波検査（断層撮影法）（その他）
の算定はいかがか。

原審どおりとなる理由

　関節リウマチに対するD215の2のロ⑶超音波検査（断層撮影法）（その他）は、「関節リウマチ」
の骨破壊の原因である滑膜炎の存在と、リウマチの特徴的な骨破壊像である骨びらんを描出する
ことができるため有用であることから原審どおりとなります。
　なお、このことについては、支払基金における「審査情報提供事例（医科）」（公表日:平成29
年2月27日）において、原則として、認められる旨示しております。
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　毎年度保険者の皆様に行っていただく特定健診等の実績報告については、現在約７割の保険者がオ
ンライン（共同情報処理システムで提出する保険者を含む）で提出しています。
　本ページでは、実績報告のオンライン提出によるメリットや、オンラインでのみ利用できる機能に
ついてご紹介します。電子媒体でご提出されている保険者におかれましては、是非オンライン提出へ
の変更をご検討ください。

　実績報告のオンライン提出によるメリット
 ・データ受領書・エラー連絡書等がオンラインの画面上で即時取得可能となります。
 ・受付エラーが発生した際には、保険者自身でオンラインの画面上より過去の送信データを削除し、訂正
分を再送信することで、すぐに修正を行うことができます。
 ・電子媒体の郵送費の削減及び受付結果が返送されるまでの時間の短縮が可能となります。
 ・データの暗号化が不要になります。

　オンライン化により利用可能となる機能
　＜特定健診情報の随時提出＞
　閲覧用ファイルを送信することで、特定健診情報のオンライン資格確認等システムへの連携が可能と
なります。健診が終了した当年度のデータも提出することができるため、マイナポータルでの本人によ
る確認がより早く行えるようになります。
　ただし、随時提出を行った場合であっても、別途実績報告を行う必要があるためご留意ください。

 

※運用期間…平日９：00–21：00 年末年始（12月29日～１月３日）を除く

　＜特定健診情報の保険者間引継ぎ（リクエスト）＞
　加入者の保険者の異動があった場合、異動後の保険者において以前に加入していた保険者の特定健診
情報を取得することができます。

　オンライン提出に係る届出方法及び届出書類の提出期限
　毎月20日までに次のいずれかの届出書類をご提出願います。
⑴　支払基金の費用決済代行業務を利用している場合
「特定健診・特定保健指導に関する保険者変更届」を最寄りの審査委員会事務局へご提出ください。

⑵　支払基金の費用決済代行業務を利用していない場合
「オンラインによる健診等実績報告データ及び随時提出届出書」を支払基金本部事業統括部へご提出ください。

翌月10日頃に審査委員会事務局よりユーザー ID、パスワード、セットアップCDを送付します。
　９月20日（水）までに届出書類をご提出いただけますと、今年度の実績報告をオンラインで行うことが
できます。

　ホームページのご案内
　支払基金ホームページ（https://www.ssk.or.jp/）にて、オンライン化や実績報告に関する資料を掲載し
ています。是非ご覧ください。
●トップページ→事業内容→特定健診・特定保健指導・事業者健診関係業務→特定健康診査等の実施状況に関す
る結果の報告に係る業務（保険者の方）→特定健康診査等の実施状況に関する結果の報告に係るお知らせ

特定健診等の実績報告のオンライン提出に関するご案内

提出形態 オンライン資格確認等システムへの連携 マイナポータルでの本人による確認ができる時期

オンライン 随時※可能 随時提出を行った翌日
（当年度の健診データも提出可）

電子媒体 実績報告時の年に一度のみ 健診を受診した翌年度の 11 月頃

機能 電子媒体 オンライン 備考

決済業務（月次） ○ ○ オンラインの場合、特定健診等データ（月３回）及び請求関係
帳票の取得が適宜可能

実績報告の提出 ○ ○
 ・電子媒体での提出の場合に支払基金から郵送されるデータ受
領書・エラー連絡書等が、オンラインの場合は即時取得可能

 ・データの暗号化が不要
特定健診情報の随時提出 × ○

オンライン資格確認等システムと連携する機能についてはオン
ラインでのみ利用可特定健診情報の保険者間

引継ぎ（リクエスト） × ○
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information
理事会開催状況

プレスリリース発信状況

オンライン資格確認システムの導入状況

６月 １日 令和５年３月診療分は対前年同月伸び率で確定件数 10.1%増加、確定金額 7.8%増加
６月 27日 ６月定例記者会見を開催

６月理事会は６月26日に開催され、議題は次のとおりでした。

支払基金の人事異動
新職名	 	 前職名	
本　部　経営企画部 部付 北波　　孝 厚生労働省大臣官房付

●令和５年７月５日付

新職名	 	 前職名	
本　部　審査支払システム共同開発準備室室長代理　 高木　有生 厚生労働省大臣官房付

●令和５年７月７日付

辞　職	 	 前職名	

　 橋本　敬史 本　部　理事長特任補佐（データヘルス担当）　　　　医療情報化推進役兼務

●令和５年７月８日付

出典：厚生労働省HPより

議　題
　１　議事
　　⑴　役員等の選任（案）
　　　ア　公益代表役員等の選任
　　　イ　診療担当者代表役員の選任
　　⑵　令和４事業年度事業状況及び決算（案）
　　　ア　審査支払会計及び保健医療情報会計等
　　　イ　財政調整等特別会計（後期高齢者医療特

別会計、退職者医療特別会計等）
　　　ウ　本部監事監査結果報告
　２　報告事項
　　⑴　令和５年６月審査委員改選の状況

　　⑵　令和４年度の支払基金の取扱状況
　　　ア　診療報酬等確定状況（令和４年４月診療

分～令和５年３月診療分）
　　　イ　審査状況（令和４年５月審査分～令和５

年４月審査分）
　　　ウ　特別審査委員会の審査状況（令和４年５

月審査分～令和５年４月審査分）
　　⑶　支払基金定款の一部変更の認可
　３　定例報告
　　⑴　令和５年４月審査分の審査状況
　　⑵　令和５年５月審査分の特別審査委員会審査

状況
　　⑶　令和５年５月理事会議事録の公表
　４　その他
　　令和５年６月期末手当及び勤勉手当

新職名	 	 前職名	
本　部　医療情報化推進役　 三好　　圭 厚生労働省参事官

●令和５年７月18日付

辞　職	 	 前職名	
　 倉吉　紘子 本　部　経営企画部長

●令和５年７月31日付
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